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世界におけるドローンの市場規模推移
ドローンの市場規模は2015年時点の実績ベースで1兆2,410億円。2020年時点では2兆
8,141億円になる見込み。うち、民需は全体の約49%を占め1兆1,233億円に上る

市場動向の理解 (1/5)

Source: 矢野経済研究所推計 (2015年)
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国内におけるドローンの市場規模推移
ドローンの市場規模は2019年時点で1,410億円。CAGR 38%で急成長しており、2025年時
点では6,426億円になる見込み

市場動向の理解 (2/5)

Source: ドローンビジネス調査報告書2020 
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ドローンの用途別市場規模
ドローンの用途を分解すると、グローバルでは空撮、国内では農業での活用が中心。製造業におけ
るドローンの市場規模は、最大で市場全体の15～20％に留まる見通し

市場動向の理解 (3/5)

世界における用途別市場規模*1 (%)

Source: *1: Frost & Sullivan(2015年), *2:ドローンビジネス調査報告書2020 
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業界におけるプレイヤー構造
①ハードウェア、②ソフトウェア、③インフラ・コンポーネンツの３レイヤーのプレイヤーが存在

市場動向の理解 (4/5)
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業界におけるプレイヤーの競争環境
ハードウェア販売(機器売り)における競争環境を紐解くと、中華メーカーのDJIが一強の様相。

市場動向の理解 (5/5)

世界の民間用ドローン機体のシェア (台数ベース)

Source: Goldman Sachs Investment Research 調査 (2015 年)
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